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現行世界史Ａ「‾諸文明の接触と交流」の授業づくり
－ Ｆ．ブロ ーデ ルの三 層 構造 を基 盤 として －
A Study on Lesson  of World History Ａ “Con 七act and Eχchange among SeveraﾕCivilizations ”
Based on  the Three Phases of Fernand Braudel
１　 は じめに 一問題 の所在
昨今の高 校世界史教育で は，膨大な量 の知識を 教
授しようとするあまり， 網羅主義 に陥り，知 識の有
機的 な関連がおざ なりにされ， 却って歴史 の傾向 性
やダイナミズムが失われて，各時代の歴史像がつかみ
づ らくなっているｏ そこで， 生徒の歴史的思考力 を
育むためにも，思考 の活性化を促す「垂直的思考」1 ）
の育 成 を 通 して ， 各 社 会 を 「 有 意 味 な全 体 性 ａ
significant totaliry 」2 ）として認 識す ることが重 要
になる。 匚《有意味な全体性》 というのは，（各社 会
が）ある構造を持っている」3）ので，その規則 的なパ
ターンを探ることを意味する。
この点 から見る と， 現行 の５つの世紀は， 同時代
史的 な世界史像を描き， 世界 の動 きを ダイナミック
に捉えるには最適で，全体性 （総体） として歴史を
把握するのに格好 の時代 であると言 える。 世紀や交
流圈を選択す るのではなく，上記単元で取扱 う５つ
の世紀全てを学習することで，「世界の歴史」 として


















（1げ 気 候変動 ） につ いて
まず「長 期持続 ＝構造」 を形づくる「気 候変動」
（広い意味での環境）という要素に着目する。
当初より アナール派で は， プラー ジュの影響 の下，
歴史理解 の方法 として環境に関心 が払 われてきた。
ブロ ックやフェーブルを経てブローデルを迎え るや，
明白な環境決定論的段階に至り， 環境は歴史 におい
て基底的構造を なす ものであるとされ， 気候 の変化
も一つ の要素であると考え られた
Ｏ
日本で は， 鈴木秀夫 や14C 年代測定， 花粉 分析等
の科学的手法を取り入 れた安EEI喜憲が環境決定論の
















というローマ帝 国の初期 の野望 の， 放棄を， 示す も




















































を迎えるに至る。 この時期 には 「寒冷化 の中で国民
産業 としての毛 織物工業を発展させ市民革命を経過





いに影響を及 ぼし合い，相 互受容 が進 められていっ
たのである。
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（2）「ネ ットワ ーク論 ・ シス テ ム論 」 につい て
次 に，厂経済 （活動）」 という「中期持続＝景況」
を 構成す る要素に着目する。 経済が生産・分配・消
費を通じて形成さ れる人と人との社会関 係の総体で
あることを考えると，社会的資源としてのネットワー





インが有 名であ る。現在 の国際関係を説明する従属
理論 や覇権 サイクル理論 は，前者が 「‾世界 システ ム
論」へと至り，後者はそこから誘発されたものである
し，スナイダーやキックによって世界システムを構成









成立 した近代世界 システムが 厂明確な政治的統合を


















































（図 ６　ヨーロッ パ経済の変遷 よりみた17 ･ 18世紀 の世界19）】
こ う し た ア ジ ア の 地 域 秩 序 は，17 ・ 18世 紀 を 経 て ，
概 ね19 世 紀 まで 続 く こ と に な る。
そ し て 「 西 洋 の 衝 撃 」 を 迎 え る が ，「『東 洋 の没 落 』
が 『 西 洋 の 興 隆 』 に 先 行 し た こ と は 決 定 的 な 重 要 性
を 帯 び て い る 。 ヨ ー ロ ッ パ の 征 服 を 容 易 に し た の は ，
先 行 す る シ ス テ ム の こ の 退 化 」20）で あ っ た 。代 わ って ，
よ う や く 「‾世 界 シ ス テ ム」 が 機 能 す る こ と に な る の で
あ る 。
一 方 ， ソ シ オ ン 理 論 等 に 代 表 さ れ る よ う に ， 最 近
の 「 社 会 関 係 ネ ッ ト ワ ー ク」 で は，「現 実 の 社 会 関 係
だ け で な く， 個 人 が 頭 の 中 で 構 築 し て い る 社 会 関 係
を も 視 野 に 入 れ よ う と し て い る 」21）。つ ま り ， 個 人 の
心 （心 性 ） ま で もが 考 察 の対 象 と な っ て い る の で あ る 。
世 界 シ ス テ ム論 だ け で は 厂わ れ わ れ の 『生 活 』 全 体 を
と らえ る こ と が で き な い」22）。 そ こ で ， 当 該 各 世 紀 を
生 き る 人 々 の 心 の 動 き （ 心 性 ） を 考 慮 す る 必 要 が 生
じ る の で あ る。
（3）オ リエ ン タ リ ズ ム （ ア ジ ア の 優 越 と憧 憬 ）
最 後 に ， 表 層 部 に あ る 個 々 の 「 短 期 持 続 ＝ 事 件 」
に 目 を 移 す と， 各 々 の 事 件 （ 出 来 事 ） を 考 え る 上 で
「 そ れ こ ぞ 経 済 外 的 な ” ， … … 単 純 な 理 論 で は 割 り
切 れ な い 複 雑 さ 」23）を 理 解 す る こ とが 必 要 に な る のが
わかる。 その複雑さ の要因 の一つとして人 間の行動
の背 後に潜む心的世界 （心 性） をあげることがで き




の展開 とそ れぞれの時代 の意味を解釈する歴史学に











及 びC とＤの中間領域あたりが「歴史 の無意識」 に相
当するであろう。
だとすれば， この単元を貫 く「無意識」 の一つ は，
東方 へのあ こがれ（ アジアの優越 と匳憬） なので は
ないだろうか。「東方には驚異と富と偉大が支配する」
26）というイメージを西 欧人 は抱いてきた。 このよう
な「‾驚異と富と偉大 の支配 する土地 という東方 のイ
メージは容易 に衰えず， 装いを新たにして何度 も息
を吹 き返す。（そして）おそらくこのような強固で抜
き難 い東方 観が，19 世紀に開花するオリエンタリズ
ムの下地をなすことになる」27）のであり，科学文明の
危機が叫ばれる昨今 の 匚東洋 への回帰」 を求める動
きにも通じていく。





絶えず東 洋を求 め， そして異境の地を 目指した。 そ
の結果，匚世界 の一体化」が図 られ，匚ヨーロッパ は全
世界をヨーロッパ化することに成功した」29）のである。
























































４　 世 界 史 Ａ｢ 諸 文 明 の 接 触 と 交 流｣ の 授 業 モ デ ル
以 上 の 世 紀 モ デ ル を 念 頭 に 置 い た ， 当 該 各 世 紀 の
授 業 モ デ ル を ， 以 下 に 提 示 す る。
(1) 単 元 の 学 習 目 標
繝 閲 ①各慨 は,いずれも燧 鳴 闘 もしくは縺 に獣 り,顫 な鵁ｶ 垳われた，
-
(略 茜 は,いずれも譴 跏ﾈｯﾄﾜｰｸｶ 鬚 され,堋!ｼｽﾃﾑ へと猷 した，
駱 浬 において,たえずﾖｰﾛｯ ﾊ はﾟ魴 にあこがれ,鷏 の駐 鵑 した，
勧 目標 三騰a を乱 て赭 紀の全賭 を踵 することで｢鑓 陰 剔 の鷏 幗 る，
-
(2) カ リ キ ュ ラ ム に お け る 位 置
こ の 授 業 は ， 現 行 の 世 界 史 カ リ キ ュ ラ ム の 同 単 元
に そ の ま ま 編 入 し ， ５ 時 間 あ て で 実 施 す る。
－55 －
発　　　　　　　 問 資　 料 教授･学習活助 生 徒 に 習 得 さ せ た い 知 識
導
入























※な お，厂‾‾¬の部 分は，それぞ れ構造（気候 変動）一景況（ネットワ　ク・
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※なお，厂‾‾¬の部分 は，そ れぞ れ構造（気 候変動）一景 況（ネットワーク・
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※な お，厂‾‾¬の部分 は，それぞ れ構造（気 候変動 ）一景況（ネットワ　ク・
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【第 ４時　16 世 紀 の世 界】
・16世紀の気候(変化) は，どのような状態だったの
だろうか？




























※な おＪ Ｔ ‾¬の部分 は，そ れぞれ構造（気 候変助 ）一景 況（ネットワ　ク ー










れ 探検・航海か行われた。また，陸のプレスタ ・ージョン伝説と海のジパング伝説か，ヨー ロッ
パ人を未知の胤 大西洋へと誘い，その急成阮 資本主義の形成につなかった。一方，モンゴル・
システムは，海上ルー トでは生きつづけていたが，（明の閉鎖政策以後）明を中心とするアジア東方は「内むき」に転じ，自分の中に閉じこもった。
・コロンブスの新前略発見以脱 大汚兩司辺諸堋戎を結ぶネットワー クかヨー ロッパ人により作り上げ
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【第 ５時　17 ・ 18世紀 の世 界】




























※ なお，二 の部 分は，そ れぞ れ構 造（気 候変動 ） 景況（ネットワーク・
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